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工学部 服 部 武 志
「それ じゃ～ チ ョッ ト出か けて来 ますね1あ と、お願い します。」
「あXい いよ。正月だか ら一杯飲みなが らテレビでも見て留守番 しているよ。」
穏やかな正月だな ア。年賀状 もフ ァクシミリで全部送 った し、昔の郵便みた いに遅配 もな くな り便利
にな った もんだ。さあ ア～て、何か ニ ュースでもないか な ア。38チャンネルの科学 テレビで も見てみる
か。何 々、液体窒素温度で超伝導を示す物質が見つか った1近 頃、色 々と新物質 の報告があるが、実
用 となるとなか なか うま く行 っていないようだ。この超伝導体がマグネ ヅト材に用 いられればな ア。そ
ういえば、今か ら10年前に 開通 した リニアー ・モーターカーの第2新 幹線 もヘ リウムの コスト高で赤字
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続 きとか、昔か ら液体窒素で働 く超伝導 マグネ ッ トの開発が期待されていたが、まあこれか らという所
だな ア。液体 ヘ リウムといえ ば、最近は随分と 日常生活に関りを持 って来た もんだ。30年前には石油 シ
ョヅクとや らのあおりで、我 々研究室段階 でもヘ リウム不足が語 られたものだ。これ も近頃 では遠 い昔
話の一つにな ってしまった。日常生活 との関 わ りが多 くな ったお蔭で、色 々な断熱材料や接着剤が 開発さ
れ、研究室の液体 ヘ リウム利用 も随分と楽にな った。昔はやれ真空漏れだなんだ と大変だ ったが、今で
は水を汲む ように液体 ヘ リウムが使えるようにな った6こ れ も新材料のお蔭 である。昔 、固体の電 子状
態を遠赤外域で調べていた頃、窓材、真空 、液体ヘ リウムで冷す という三つの条件で苦労 していたこと
が懐 しく思 えて くる。He3や希釈冷凍機の利用 も安価で手軽にな って光学窓を持 った クライオ スタ ヅ「ト
でも01K以 下 での測定が何んの苦労 もな くで きるようにな って しま った。我 々液体ヘ リウムを一つの
環境 として使 っている者にと っては大 変あ りカ「たいことである。
オヤ、なんで急にクライオ スタ ットが ここに 在 るのかな。 この コックは何んなんだう ろ。ひとつ捻 っ
てやろ う。
ひ ゃ～冷た:い。液体 ヘ リウムだ。
『ハ ックショ～ ン乙ノ』
あ～、夢か 。正月早 々風邪を引いて しま った 。又、 明日か ら、真空、窓、液体ヘ リウム との戦いだ。
低温 とのつ きあい ・過去 ・現在 ・未来
工学部 浜 口 智 尋
私の研究は過去25年間、主に電子と格子振動(フ ォノン)の 間の相互作用に関する ものであ った。昭
和35年に卒業研究 として手がけたのが、 ホ ットエレク トロン現象で、高電界下 の電子 ・フ ォノン相互 作
用であ った。それ 以来、一時半導体の光物性に主題を移 したこともあったが、音響電気効果や電流不安
定性現象、共鳴 ブ リルアン散乱、そ してマ グネ トフォノ ン共鳴の研究 と、いずれ も電子 ・フォノン相互
作用に関するものであ る。電子 ・フ ォノン相互作用の研究に欠か せないのが低温での測定であ る。温度
をパ ラメータとして種 々の測定を行 うのは最も簡単であるに もかかわ らず、最 も情報量の多い研究手段
の一つである。その ような訳で、早い時期か ら、液体窒素ではあるが低温の測定を行 った。当時は液体
Heなどなかなか入手 できず、 また低温装置を 作るほ どの予算もなか った。
液体Heと の出合いはアメ リカの大学に滞在中、超伝導 マグネ ヅトの使用 と極低温 での実験を行 った
時であるが、Heの 回収が不必要で、 しか も1回 の実験 に25～504のHeを 使えたのは幸せであ った。
現在 、超伝導 マグネ ットを用いで マグネ トフォノン共鳴の研究を行 ってい るが、10Tに近い強磁場下で
半導体の温度を4.2～350Kの範囲で容易に測定できるのは、液体Heの おか げである。 この ような訳
で、私の研究はこの10年間は低温 センターに負うところが多い。今後 もしば らくの間この状態 が続 くで
あろう。
それに して も、液体窒素が低温であると思 っていたが、現在の学生は液体Heが 低温で 、mKの 領域
が極低温 と感 じて いるのではないだろうか 。研究環境の進展にはめざましい ものがあるが、残念な こと
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